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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、日常的なイベントに関する記述内容とイベントにより生起した感情
体験の強度との関連を明らかにする方法論を構築することを目的とする。記述内容から抽出できるパターンや、
特定のトピックの出現頻度が、感情体験の強度と関係することを仮説とした。263名の日本人調査協力者に、14
日間、その日にあった出来事を自由記述で、またその出来事の中で体験した感情等をリッカート法で報告するよ
うに求めた。自由記述はトピックモデルで特徴量に変換の上、ネットワーク分析を実施した結果、他者批判をし
やすい者ほど余暇についての報告が多く、結果としてポジティブな再評価をしにくくなる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This study aims to develop a methodology for identifying the relationship 
between the content of everyday event descriptions and the intensity of the emotional experiences 
generated by those events. We hypothesized that patterns that can be extracted from the descriptions
 and frequency of occurrence of certain topics would be related to the intensity of the emotional 
experiences. A total of 263 Japanese participated this study. Participants were asked to report the 
events of the day for 14 days using free descriptions and a Likert-type description of the emotions 
they experienced during the events. The free descriptions were converted into features using a topic
 model, and network analysis was conducted. The results suggested that those who were more likely to
 criticize others reported more about their leisure time on diaries and, thus, may be less likely to
 engage in positive reappraisal.

研究分野： 臨床心理学

キーワード： 自然言語処理　情動制御　トピックモデル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでに心理学研究で扱われてきた測定法で得られてきた人の体験を、表出行動の一つである言語的な情報か
ら直接数値的な情報に変換でき、解析できる可能性を示した点では、学術的意義はあると考える。特に、患者等
との対話の内容とその効果について深掘りしたい臨床心理学的な研究の発展に寄与するものと期待できる。
現在、コロナ禍により、心理支援を遠隔で実施するニーズとそれに応える動きが活発となっている。その中で、
情報科学技術を活用した支援のあり方は注目が集まっている。本研究は、遠隔で支援する上で、患者の体験の記
録を解析する一手法を提案するものとして、社会的意義も十分にあると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

日常的な体験の内、様々な強度で生起する感情体験に寄与しているイベントは何か。
この問いに対する答えは、個人によって異なることは明らかである。しかしながら、個
人ごとに異なるこの答えを予測することができれば、非常に多くのシーンに活用できる
と考えられる。例えば、うつ病、不安症等の精神疾患に有効とされる認知行動療法では、
活動記録表等を用いて行動活性化という手法を実施する(Figure1)。行動活性化は、日常
的な活動とその時の気分の程度をモニタリングすることで、望ましい気分を高める活動
が何かを特定するアセスメント段階と、その活動の頻度を増やしていくことを目標とし
た治療段階を経て、望ましい方向に気分が変動することを目的とした手法である。活動
記録表は患者ごとに異なる日常場面での活動水準や対応する気分を捉えることができ
るため、質問紙等の気分や感情の程度を捉える尺度を使用するよりも患者個人の体験を
捉えやすく、アセスメント手法としては非常に汎用性が高い。しかし、実際の臨床実践
において、活動記録表を活用するためにはいくつか課題がある。課題のひとつに、活動
記録表を介して面接場面で振り返る際には、過去のイベントを思い返しながら進めるた
め、当該イベントに直面した時点から感情体験の内容や程度が変容する可能性があるこ
とが挙げられる。Urban, Charles, Levine, & Almeida (2018) では、抑うつエピソードのある者
は、健常者よりもネガティブなイベントを想起しやすい記憶バイアスが存在することを
指摘しているため、過剰にネガティブに歪んだ振り返りが行なわれ、望ましい気分の変
動に寄与する活動の特定が困難になる。そこで、活動記録表等に記録されたイベントと
対応する感情体験との関連を解析的に指摘することができれば、時間的な遅延によるバ
イアスを抑えたアセスメントを実施できる可能性がある。これが実現すると、治療場面
への応用可能性を検討する方向性へと研究の展望を拡張することができ、アセスメント
研究の発展に大いに貢献すると期待できる。 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、日常的なイベントに関する記述内容とイベントにより生起した感情

体験の強度との関連を明らかにする方法論を構築することを目的とする。記述内容から
抽出できるパターンや、特定のトピックの出現頻度が、感情体験の強度と関係すること
を仮説とした。 
 
 
３．研究の方法 
263 名の日本人調査協力者を対象に調査研究を実施した。調査手続きについて、毎日の終わり

にその日にあった 1 つのエピソードについて日記を作成し、そのエピソードについて下記の質
問項目について回答する Day Reconstruction Method (DRM)を 14 日間実施した。DRM の実施前
に、インフォームドコンセントを実施し、調査協力者の属性 (性別、年齢など)を聞き取り、
Cognitive Emotion Regulation Questionnaire (CERQ)日本語版への回答を求めた。その翌日か
ら 14 日間 DRM を実施し、Positive Negative Affect Schedule (PANAS)日本語版、Moberly & 
Watkins (2008)の日常的なネガティブ感情および反芻、エピソード時の感情価 (ポジティブか、
ネガティブか)と覚醒度 (興奮した度合い)への回答を求めた。したがって、得られるデータは、
記述した日記と上記の質問項目であった。 
解析手続きについて、大きく 2つのステップで実施した。第 1に、得られた日記データを入力

としたテキスト解析を行った。テキストから Term Frequency – Inverse Document Frequency 
(TF-IDF)に変換し、Hierarchical Dirichlet Process でトピック数を推定の上、Correlation 
Topic Model でトピックを抽出した。第 2に、このトピックと DRM で得た各得点を使いネットワ
ーク解析を実施した。 
 
 
４．研究成果 
DRM では、10時をピークに、10時から 20時までの間のイ

ベントが想起されやすいようであった(図 1)。また、報告さ
れたイベントのカテゴリは、「リラックス」「食事」「家事」
が多く、その時点で一緒にいた人は「その他（両親、きょう
だい、教師）」「配偶者や重要な他者」「子ども」が多かっ
た。 
テキスト解析について、解析対象となる語彙 (＝テキスト

内で使われる単語の種類)は 5,003 であった。HDP の結果、最
適なトピック数は 19と推定されたため、トピック数を 19 に

図 1 DRM の想起時期 



して CTM を実施した。トピックとして、【活動困難性】【仕事】【食
事】【コロナに関する活動】【上司との関係】【休暇】【ポジティブ
な態度】【ワクチン接種】【日々の活動】【何かの購入】【親密な友
達や家族と会う】【問題や災害】【家事】【満足】【余暇】【ショッピ
ング】【日常のルーティン】【日中】【時の流れ】が抽出された。後
のネットワーク分析の結果にも関わる【余暇】に含まれる単語を
図 2に示す。 

 
 
次に、ネットワーク分析を行った結果を報告する。中心性の評

価の結果 (図 3)、V15 (日中の反芻)および V3 (CERQ のポジティブな再評価)においては、高い
値を示した。抽出されたトピックの中では、比較的 V23 (余暇)は高い Betweenness（自ノード
を繋ぐ他 2つのノード間のつながりにおいて重要な位置づけである度合い）がみられた。また
ネットワークを確認した結果 (図 4)、【余暇】の出現頻度は情動制御方略 (CERQ)の他者批判に
より高まり、そして情動制御方略 (CERQ)のポジティブな再評価を減少させる可能性が
temporal network の結果から示された。 
以上の結果から、本研究の目標であった、適応的な感情体験を促すポジティブな再評価は、

他者批判に続く余暇により低減する可能性が示された。この余暇がもつ機能について今後検討
が求められる。 
 
 

  

図 2 【余暇】を構成する単語 

図 3 中心性の評価 



 
 
 

(a) Contemporaneous network graph (b) Temporal graph 

  

図 4 情動制御特性と感情体験、トピック出現頻度のネットワーク 
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